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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
1997 年、日本の子供たちに、高頻度光刺激を呈したテレビアニメーション放送を視聴していた 700
人を超える人々が、体調不良を起こし病院に搬送される事例が起きた。このようなことは諸外国を含
め、たびたび繰り返されており、現在でも深刻な医学的・社会的問題になっている。高頻度光刺激が、
中枢神経系に悪影響を与えることは知られていたが、その詳細については知られていなかった。本研
究では、高頻度光刺激が中枢神経系に与える影響を明らかにする、脳磁図と心電図を用いて、高頻度
光刺激に対する神経系の応答を詳細に検討した。 
 
【対象】 
健常な成人男性 9 人[31.1 ± 11.2 歳(平均 ± SD)]を対象とした。本試験は、大阪市立大学倫理委
員会の承認を受けて、全ての被験者から、書面にて参加の同意を得た上で実施した。 
 
【方法】 
被験者は磁気シールドルーム内で仰臥位となり、右眼前に設置した赤色点滅光源を注視した。光源の
点滅周波数を、4 - 20 Hz の間で変化させ、その刺激に対する視覚誘発磁場の強度を等価双極子法に
よって推定した。また、同時測定した心電図より得られる自律神経活動の間の関係についても検討し
た。 
 
【結果】 
視覚応答磁場は、刺激開始後から 330 msec の間に、三相の応答を示した。いずれの応答も 4 – 20 Hz
の中のいくつかの周波数で、その強度が増加し、その応答を増強させる周波数は、約 6.5 Hz の整数
倍であった。また同時測定で得られた心電図の周波数解析結果のうち、交感神経系の活動を示す
low-frequency component power は第一相の応答と正の相関を、副交感神経系の活動を示す
high-frequency component power は第一相及び第二相の応答と負の相関を示した。 
 
【結論】 
視覚系の応答を増強する複数の刺激周波数が存在し、それらには基底周波数の整数倍であった。これ
らの周波数での刺激は、中枢神経系に共振を起こし、その働きを乱すものとと推測できる。また、こ
の影響は自律神経活動とも相関した。以上の結果は、中枢神経系の周波数特性のみならず、高頻度光
刺激の生体に対する危険性を理解する上でも重要であると考えられる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
近年、急速に発展し続ける情報化社会において、我々は昼夜を問わず、さまざまな視覚刺激にさら
されている。これらの視覚刺激は、我々の身体に、時として予期せぬ影響を与える。1997 年、日本
の子供たちに、高頻度光刺激を呈したテレビアニメーション放送を視聴していた 700人を超える人々
が、体調不良を起こし病院に搬送される事例が起きた。このようなことは諸外国を含め、たびたび繰
り返されており、現在でも深刻な医学的・社会的問題になっている。高頻度光刺激が、中枢神経系に
悪影響を与えることは知られていたが、その詳細については知られていなかった。本研究では、高頻
度光刺激が中枢神経系に与える影響を明らかにするために、脳磁図と心電図を用いて、高頻度光刺激
に対する神経系の応答を詳細に検討した。 
健常な成人男性 9 人[31.1 ± 11.2 歳(平均 ± SD)]を対象とした。本試験は、大阪市立大学倫理
委員会の承認を受けて、全ての被験者から、書面にて参加の同意を得た上で実施した。 
被験者は磁気シールドルーム内で仰臥位となり、右眼前に設置した赤色点滅光源を注視した。光源
の点滅周波数を、4 - 20 Hz の間で変化させ、その刺激に対する視覚誘発磁場の強度を等価双極子法
によって推定した。また、同時測定した心電図より得られる自律神経活動との相関についても検討し
た。 
視覚応答磁場は、刺激開始後から 330 msec の間に、三相の応答を示した。いずれの応答も 4 – 20 
Hz の中のいくつかの周波数で、その強度が増加し、その応答を増強させる周波数は、約 6.5 Hz の
整数倍であった。また同時測定で得られた心電図の周波数解析結果のうち、交感神経系の活動を示す
low-frequency component power は第一相の応答と正の相関を、副交感神経系の活動を示す
high-frequency component power は第一相及び第二相の応答と負の相関を示した。 
結論として、視覚系の応答を増強する複数の刺激周波数が存在し、それらには基底周波数の整数倍
であった。これらの周波数での刺激は、中枢神経系に共振を起こし、その働きを乱すものと推測でき
る。また、この影響は自律神経活動とも相関した。 
これらの結果は、中枢神経系の周波数特性のみならず、高頻度光刺激の生体に対する危険性を理解 
する上でも重要であると考えられ、博士（医学）の学位を授与するに値するものと判断された。 
